
3-7 内田剣;大正12年から昭和30年代まで 32，3年間

概要

大正中期以降の増床要求に対応し、既に震災前に正門地区の広場の中に建設

する計画(列品館、法研)に着手する。工・2はほぼ竣工し、大講堂、列品館

も工事中に大震災が発生する。震災後は震災前の計画で示されていたシステ

ムに則り、一挙に全体を計画する。この全体計画は、内田祥三により震災発

生から約l、2カ月でその骨格が決められている。この全体計画は、その後昭

和30年代まで構内の空間的な変容を規定する。

一実際の展開 図3-40、41 (下)-45 

一戦前

T12 (後期)-T15 

工2号 (T13.3.) 、大講堂 (T146.) 、列品館 (TI4.3.)、~ . 函館

(TI4.3.)、能岡門夜間診療所 (TI5.1.)、 hll号 (TI5.8.)

52，3 

法研 (52.3.)、工4号(南恒11 52.2.)、理学部 I号 (TI5.3.)、図舎館史

料編纂所 (53.11.)、地震研 (53.3.)

57 

法文 l号(西側 -54.2.)、法文2号(来四11 54.3.)、エ4号(北側 55-57) 

工ボイラー (55.8.)等、医学 l号 (56.2.)、理学2号 (59.9.)

513 

工l号 (54.5・510.8.)

法文 1号(東側 -510)、法文2号 (-512.)、医学2号 (511.11.)、 tit2

号 (511.2.)、二食 (59.3.)、七徳堂 (513.6.)、弓道場 (510.6.)、船舶水

槽 (512.10.)、運動場下厚生部付属室 (58.3.)、野球場 (512.3.)

S16-17 

工3号 (514.9.)、工6号(総合試験場) (515.9.)、}-;!k3号 (516.5.)

一戦後

~~ 

S33 

理学 l号北側 (534.3.)、新聞研 (527.-)、教育 (530.-) 、薬学 (533

-)、工航空 (534.3.)、冶金新館 (534.3.)

震災以前 図3-22-25

内田が震災以前に計画 設計し、基本的にその通り実施された建物として

は、工学部2号館の他、大講堂(大正12年2月大講堂建築実行部建築掛長、

着工，大正11年12月25日向14年6月30日竣工)列品館(大正12年6月30日着工

同14年3月31日竣工)法研(大正13年2月着工昭和2年3月竣工)などが挙げら

れる。

単に建築型の変化というのではなく、建築型を含めた機内全体の空間編成に

関する新しい方法の形成を時期の区分の基準と考えるなら、 Fたl回期は、工2

号館ではなく安田講堂および正門一帯の広場(大前庭)に列品館、法研を相

次いで計画した時点から始まるとしえよう 310工学部2号館は表裏のある平

扇形をもち、内回期の全体計画で見られる建築と異なる。

安田講堂も 2号館も実質的に内回以前にその配置が事実上決まっていたと恩

われる。911品館以降の計画で、内回は草創l期以来初年近くにわたって維持さ

れてきた正門一帯の広場の開発に着手し、広場と街路の関係を一変してゆ

〈。

その背長として、大正8，9年頃、この広場に建設することに関し学内で議論

あったことにおわす記事がある九その記事から判断すると、何らかの広場

内の建築計画がT8，9年に既にあったことが想像される3J。事実、当時の工

科大学本館正面の左手前の広場の一角に(大正9年頃)航空学仮教室が建て

られている。学内の増床要求は広場に手を付けざるを得ないところまできて

いたと恩われる。"

一内田計画

震災前に法研以降の計画について計画が存在したかどうかは不明である。た

だ、明治則の法文校舎、図舎館などを前提として列品目官、法研の計画は建て

られており、内田が法研以降の具体的な立案をしていなかった可能性は大き

い。しかし、次にみるよう、震災後の全体計画は即座に立てており、~(の中

では草創知l以来の建物を順次立て替えてゆく係:tl!.はあったのかもしれない。



?
，V
J
 

1
v日

r

一六
園
田
ふ
や
ぬい

m

j

一出
向
恒一

L
J

-~-
J
寸
J

一

位
一号

一色

.，h止a
・

a

M
K

P
、
包
会
創
刊

1

S
制

高

値

拘

置

-
J
i
 

ロ

l-J 

i瞳J

ー{阻

r

hv

〆

p
o
md

、

，、

J. ~ 

図3-26-35

震災直後1，2カ月で3案を立案(大正12年10月に二君主，11月に一案 主に病院

部分変更)"0便宜のため、 10月の二案を各々A，B案とし、 11月の案をC君主
とする。骨格は実施案にきわめて近い。最も大きく異なるのは病院。他は現

図磐銭部分、農学部の弥生地区、それに現医学部l号館、理学部2号館のあ

たりである。

内田計画案

A，B，C案と比較すると実施案は正面と背後のオープンスペースをへだてるこ

領域型が激均している。 AないしはC案をベースに計画した可能性がある。

ぃ三1主築型はA.B，Cとも病院以外二領域型は見られない。T1301の復旧計画案で

は二領域型が激婚している。(医、袋、理、法文、医院)

オープンスペースについては、 A，B，C案ではグリァド状の直線街路の徹底し

た体系と「都市公園jか前庭の組み合わせである。 I都市公図」とは街区に

建物を置く代わりに植裁を施したようなもの。前庭とは軸の突き当たりの建

物の前面左右に、建物寄りに置かれた植栽の施されたオープンスペースのこ

と。 B案では交差点でロータリ一様の情栽が佼われるが、徹底していない。

交差点のローデリーは二食前のみに残る。
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3-22 震災前の内回祥三による符計画 いずれも大正12年5月jf
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岸田油彩画は病院や工学部 l号館の形態が実施案に近いのでA.B，C案より遅

いものであることは確実である。これまで昭和10年代とされていたが、遅く

ともS06頃までに完成していた見。A，B，C各々に近い占あるが、病院や農学

部についてはA案が近い。

新しい大学の基本姿素ー図書館、陳列館(博物館)、講堂ーの計画が立てら

れ、大講堂に向かつて左に博物館(現法文 l号の建物)、右に図舎館(現法

文2号の建物)を配置しようとしたが、法学部の反対に遭い、 91)品館にのみ

その名残りが見られる九

戦後は基本的に内田の計画に則り、街区型建築で未完のIlII分を補填するなど

してゆく 。
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3-23 向上‘正面奥に大講堂‘左右手前は列品館と法学部研究機

中間左右に明治期の旧法文校舎が見える

3-24 大自聖堂配置、 TII 明治則の法教室群を前提とする配置

3-::5 大講堂立函初期業

f 

「一一

3-26 内回計画案全体配置 A;t， T 12年10月 1
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3-32 図害館検討案、 TI4頃か

左最上段は羽田口捨巳署名あり、霞下段は内図案
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3-33 東京帝国大学法文 経教室略設計図、 T.14.5
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3-37 配置図/草創l期-23-36 オープンスベースを規定する諸特徴配置図/草創矧ー1
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針菌建物、建段中建物

-
Z
口
l 大学事務室
2 底解剖
3 医製薬
4 第一医院本室
5 寄宿舎
6 理天車台
7 理気象台
S 音楽取鯛所

l凡5∞明治21年117，500 明治16年

j~ !_ --

L715JjjJJJ 

/atj し j
J • 吟4

二三三己」:二ご三:ご三:二:

一イ一ー-'-誌とお:--.，

/!そ:市
h
リ

室

通

室

り

本

目

薬

理

剖

務

通

館

院

舘

物

館

丁

裂

病

解

事

可

本

医

本

博

本

室

門

六

守

堂

門

生

一

曹

正

門

箔

医
医
医
大
鉄
弥
淫
第
工
理
法
文
図
仮
赤
本

;

1

0

1
2
3
4
5
6
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
I
l
l
i
-
-
-

明治17年



1 配置図/明治期ー1

明治28年

明治36年

3-38 1 配置図/明治期・2
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1 配置図/内田矧ー1
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2 周辺環境と地形-3 3-44 2 周辺環境と地形4 3-45 
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3 建築ス9イル/草創剣
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3-41 3 建築ス空イル/内田矧
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5 道路と植栽/草創期

ロ植栽領域

回一並木、樹列

明治16年

明治17年

明治21年

明治27年

3-52 5 道路と植栽/明治期

1/1，0∞0 明治28年

1/10，αlO 明治36年
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lハ0，側 大正12年前期
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5 道路と植栽/内因期
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7 建物機能/内田期
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3-8 

年間

内図書月以降;高度成長期，昭和30年代から昭和50年代まで 約20

明治知lの建物が残る区域(工学部など)やその他の空地、緑地に一門字型の

平面形の中高層建築が建てられてゆく。内回退官後、工学部でも内田の中庭

を図む街区型の建築に対し、単純な一文字型の建築を好む向きがあり、工学

部8号館のデザインにも影響を与えたという。"

一工学部5、7、8等の建物、経済学部、医学部3号、薬学部、農学部、教育学

部、医学図f書館など。工11号 (S43) もあるが、敷地の状況からすると作家

期のものと考えられる。

作家期;昭和50年代から平成2年頃まで。約13年間

学内が建て込み、地下や屋上、道路上や悩殺内などに多機な1主て方を模索し

た。その多くが建築家によるものであった。

一工6号増築、法文増築 (S51-S56)、中央食堂 (S51) 、総合資料館

(558)、法4号 (S62)、文3号 (562)
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一概要

この章では、本郷キャンパスの空間的な骨格が形成された大学創設から昭和

30年代までに至る 3期についてオープンスペースの分析を行う。分析はまず

編成形式を抽出し、それを宮殿形式と比較。宮殿形式がどのように適用され

たか、その適用の形態を検証する。三つの時期とは、 1)草創期 (Ml0-

M2η、2)明治期 (M28-T12前半)， 3)内田期 (T12後半-530年代)であ

る。

分析の結果、草創期には大きく日本的な変形を受けるものの、基本的に宮殿

形式の原型的な適用を示した。明治期においては、前半は草創期から引き続

き、宮殿形式の原型的な適用で始まる。ついで後半には「小宮殿」を俊織的

に繰り返す反復的な適用形態を示し、前庭的広場と街路、それに街区を形成

する。建築裂もこうした適用のもとに単純化される。明治期の最終段階で

は、 rT字形式Jという、空間の開放的な編成単位を暗示し、次の内田知lに

全面的に展開する体系的な適用の基礎示した。内田j切はその rT字形式Jを

基本に、序列的な輸の体系に基づく編成形式によって、今日みる規伎にまで

拡大したキャンパス全域を統合する。宮殿形式の適用としては、部分と全体

をすべて宮殿形式で編成する体系的な適用形態に述した。こうした分析結泉

より、本郷キャンパスの形成過程は、草創期から内田WJに至るまで、仮説的

に設定した宮殿形式やその変形形態によって規定されていることが理解でき

た。さらに、宮殿形式の適用形態と大学の組織の変化を比較し、宮殿形式

が、その時々の大学の組織形態に対応し変化してきたことが明らかとなる。

4-1 分析対象の三つの時期

本論で分析の対象とする期間は、前主主で述べた五つの時期のうち草創期から

内凹j羽迄の三つの時期とする。具体的には明治10年 (1877)の東京大学の創

設時から昭和30年代 (1955頃)までのおよそ80年の期間である。

この鍛jに絞る理由は二つある。第一に、この時期はキャンパスの形成という

点で今日まで続く笠間的な骨格が形成された最も重要な時期である。比較的

歴史の浅い日本の大学の中にあって、本郷キャンパスは今日まで長い期間に

わたるさ~fHiの形成の跡を向ーの場に主IJ む数少ない例である。それは直接的に

は戦前の計画に基づいているが、背景となった前史を含めると l世紀を経え

た形成の結果である。形成過程は混沌としているが、震災という物理的な断

絶が起こったため、空間編成という点では逆に実際の時間以上の持続的な変

容の跡を示している。対象とした時期はそうした大学空間の形成過程の核'L、

に当たる。

第二に、この時WJが含まれる 19世紀後半から20世紀前半は、世界的に見て大

学が理念、組織、制度、空間などにおいて近代大学としての枠組みを登えて

いった時期である。東大もその例外ではなく、急速に近代大学としての組

織、制度を整えていった。文化的、歴史的背設の大きく異なる欧米の類似例

と東大を比較することにより(空間編成の形式における東大の固有性と、

近代大学の一般的な傾向を理解することができる。



4-2 分析.，草創期の変容 (M10-M27)

一概要

この時期に、大学の最初期の姥設群が整備された。正門地区では構外に向

かつてコの字型に配置された建物群によって、広大な空地的オープンスペー

スの中に孤立する大きな前庭的なオープンスペースが形成される。これは、

配置形式とオープンスベースの特性からすると宮殿形式が拡大、断片化され

た「大形式」であり、それが形成された過程は宮殿形式が基本的特徴を維持

するように適用された。即ち、宮殿形式の原型的な適用形態と言える。全般

に日本的な「屋敷型宮殿Jの影響を受け、情内は庭図的、空地的な特性の

オープンスベースが連続する。他と離れ建てられた理学部、擬洋風で建てら

れた医学部地区は宮殿形式の適用は見られない。

4-2ー 1 変容の4段階 図3-36、37、42、46、49、52、55、58

(1) M16一大名屋敷跡に展開するキャンパスの原初形、自然地形、既存施

設などがオープンスベースのまとまりを規定

本郷キャンパスの原初の形。塀などに図まれた広大な空地的オープンスペー

スの中に医学部と医院が一定の領域をつくる。ほかには理学部の観象台など

の小規模の建屋が独立に散防する。建設可能な空地は限られている。

周囲は栂ないし塀で図われ、外部と明確に区別されたー続きの広大なオープ

ンスペースをなす。内部は第一に自然地形、 E王国などの植裁によって本郷通

りよりの比較的高い西側平坦地部分と医学部などが展開する低い平坦地部分

(現病院部分)に二分される。それらの領域の問は庭園、及び傾斜地になっ

ている。音楽取調所、教締館の施設群、理学部観象台などが各々独立して空

地の中に展開するが、それらはオープンスペースの明確なまとまりはなさ

ず、暖昧にその周囲に領減をつくる。

まとまった空地としては三四郎池西側部分と現理学部が展開しているあたり

が際っている。病院地区、医学部地区は医学部本館がいわゆる鉄門に而し玄

関先の明確な寄りつきのためのオープンスペースのまとまりを作り、そこか

ら本館周辺や背後に展開するほかの教室や医院などへ至る道がのびる。

50 

(2) M17一法文校舎が空I世の中に孤立する領域を形成。前庭様オープンス

ペースと裏の領域が形成される。

法文校舎が新築されるが、以前からあった周凶の栂も取れず、その内側に一

つのまとまりある庭図的なオープンスペースが形成される。建物周辺には付

属産が置かれ、裏を形成。アクセスは旧来の北よりの門と赤門の問を結ぶ図

路線の道から分岐し、母屋の前には前庭様のオープンスペースが形成され

る。ほかは変わらず。

(3) M24ー工科、理科大が竣工し、相互に独立した領減を形成。門と各領

域は関係弱L、。

工科大学と理科大学の建物の前面表側、すなわち門側はほかと比較しやや外

情が整備された!さがあり、オープンスペースの緩いまとまりが形成される。

しかし建築群が一体となり作るオープンスペースのまとまりは見られず、地

形、道のとりまわしなどから見ても、医、法文、工、理が各々独立した四つ

の領域を作る。

(4) M27一大前庭を中心とする正門地区における両義的一一体的かつ集合

的なー領域の形成、明濯な表と裏のオープンスペース

法、工、理、文の四分科大学と図響館が正門地区にそろう。それまで各建物

ごとに独立していた領域、前庭様のオープンスペース(以後大前庭という)

が、校舎群に凶まれた一体感の強いオープンスペースを中'L、にまとまり、一

つの領域に統合される。結果としてオープンスペースは併内全体のための共

通の前庭という性格を強める。正r'jはほぼ法文校舎の真正面に移動し、法文

との関係を強める一方、門を起点に道は分岐するなど領域と門の関係はやや

強まる。

問時に各建物は相異なる建築型とスタイ Jレを持ち、アクセスも建物ごとに図

路様の道が百|かれ、また他殺部分が塀際まで続くなど、広大な空地状のオー

プンスペースの上に展開する個々に独立した領域と前庭の集合にも見える。

母屋は図書館以外、正面性ある軸対称、形であり、強いまとまりをなす。アク

セスがつく函として他から区日IJされた「表」の領土まが形成される境界は唆昧

である。各建物の周辺や背後には、付属産が配され、装的な領域が形成され

る。全体として表の前庭的なオープンスペースと裳の領威を含みながら基本

的に庭園的特性で-1'l:した正門地区の領域が形成される。
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理科大は地形的に区切られた領主主の中に孤立。弥生門からの道路が運動場績

の道路につながり、領域はより明確になる。医科大の領域は特に変わらな

し、。

4-2-2 各レベルの変容の特徴と空間編成の形式

A 要素レベル 図4-8

一変容の特徴

地形、道などによって緩〈境界づけられたオープンスペースのまとまりの中

に、強い中心性のある完結的な形態を持つ建築が配される。その周囲には、

一定の広がりを持つ庭園的 空地的な領域が形成される。

その庭園的な基本的特性を損なわない範囲で、建物前面に「表jの領域、前

庭様のオープンスペースが形成される一方、建物背後や周囲には小規模な付

属産が展開する r~J 的な特性の領域が形成されてゆく 。

各領級は門を通る道を介して外とつながるが、距離があり、屈曲しており情

外との連続感は弱い。たとえ塀が祝11的に透過性のあるものでも、その内側

の際まで植樹されており、各領域はi拝外の都市空間と関係がr，~ぃ。塀の内側

の広大なオープンスペースの中に浮かぶ領域といえる。

多様な建築型は領域相互の独立性を強める。因われた中庭を持つ工科大学、

光庭状の中庭のある理科(化学)、囲み形式の前庭様オープンスペースを持

つ変形H型の平面形をした理科 (博物)など。スタイルも最終的に、正門地

区のゴン γク系、医科地区の擬洋風系、理科の古典系という形にそれぞれま

とまり、相互に独立した印象を深める。

医学部地区では、門に正対し一軸対称形の建物を配置し、それを中心として

周悶に一定の領域が形成される。r'Jと玄関のある建物正面の問に「表jの前

庭的なオープンスベースが形成される一方、母屋の背後や周辺には付属庄が

展開する裂の領域が形成される。前!定は建物正面や壁際、堺の際まで組裁が

なされ、建物と門を結ぶ幾何学的軸性も弱められるなど、Jf!図的な領域の一

部であることが示される。情内と構外は堺が鉄柵であり視覚的にはつながる

ものの、連絡は門に限定される。堺際の組救によって、領域全体を都市空I:JJ

から幾分切り離そうとする傾向が見られる。

一空間の編成形式 図4-1

正門地区、理学部地区 ;境界の暖昧な空地的ないしは庭園的特性の 体的領

域、正面と裏の萌芽、弱い軸性、構外とは空間的に切り離されている。完結

的でー貸した建築形態、前後の方向性

図4-2

医学部地区;境界の唆昧な庭園的特性の一体的領域、正面と裏の萌芽、弱い

軸性、権外との~~L 、関係、完結的で一貫した建築形態、前後の方向性
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B 中間レベル

一変容の特徴 図4-9

医学部、病院地区と正門地区の二箇所で建築群が対照的な空間形態の領域を

形成してゆく正門地区では、オープン又ベースを中心とした領域が形式さ

れ、一方医学部地区では、建物を中心とし、その周辺にオープンスペースの

暖昧な領域が形成される形式である。

正門地区では、本郷通りに沿った台地に広がる大きな空地的な領域の中に、

順次、法文、工、理 (博物)、図書館などの建築群が世かれ、それらに三方

を図まれた矩形平面のオープンスペースのまとまりが形成される。このオー

プンスペースは建築群全体の大きな前庭様のまとまりとなり(以下、大前庭

という。)、これを中心として建築苦手とその周辺の領域を含めた一つの大き

な領域が形成されてゆく 。

この形成の過程はあらかじめ全体配置の計画が存在 し、それに従い配世が決

められたことを強く暗示するが..，、同時に建物ごとに異なるill築型や別々に

アクセス路がヲ|かれる様子などからわかるように、 個々の領域、前l廷が相互

に独立しつつ統合されながら一つの大きな領域を形成したものである。

大前庭は、槌栽が施され、屈曲した函路的なアクセスが続き、 -:i'tした軸性

が欠如するなど、明確な配置形式の割に一体感の弱いオープンスペースであ

る。それはより大きなさE地的、庭園的なオープンスペースの上に形成された

「表Jのオープンスペースのまとまりと考えられる。一方、建築群の背後や

周辺では付属屋等の施設が集積され始める。領域全体として中心に表の前庭

的オープンスベーλが明確なまとまりをつくり、周辺に裏的な領域が集積さ

れてゆく。

この領域は構外の都市空間とは道を介してのみ連続する。視覚的にも門を通

し内部がうかがし、しれる程度であり、要素レベルの領成と同じく 構外の都市

空間との述続性は弱い。

医学部地区では、自然地形、道路、塀などで区切られた一体の広大な回図的

領域の中で、鉄門の方向に正面を向けた建物を中心に、その周聞に形成され

た領減が反復される。いずれも建物玄関前に軽く寄りつきの整備が施され、

前庭様のオープンスペースをなす。母屋の背後などに袈的な領減が形成され

てゆくのも同様である。以上の変容を通じ、領域全体の空地的、庭園的特性

は変わらない。

一空間の編成形式

正門地区 ;大前庭を囲む建築群の図緩性、庭園的特性の一体的領i車、建物毎

に形成される要素レベルの編成領域と建築群の形成する中間レベルの編成領

域が複合した形態。正面と哀の形成、斡性の欠如した集合形態、ス空イJレの

緩い一貫性、門に限定さ れ た都市との連続、前後の 方 向性

図4-3

ちなみに大前庭のスケールは210m*95mである。比較としてコンドルのも

のを挙げるとおよそ135* 83mであ り、奥行きはほぼ同じで、帽のみ1.5倍ほ

どに拡大されている。

医学部地区，要素レベルでみた建物を中心として編成されたオープンスベー

スのまとまりを反復。 図4-4



C 全体レベル

一変容の特徴 図4-10-13

緩く閉まれた広大な空地的領域の辺縁部に、 相互関係の希薄な自律的領域が

漸次散開してゆく。各領域は直接構外の都市空間と連続するのでなく、あく

まで空地的領域の中に浮かぶもの。 トポロジカルなものも含め待外に正面を

向ける。結果として、構内中央部、庭園部分や斜面部分に空地や裏の領域が

多〈残される。全体スケーJレで各領域を関係付け、組織してゆく明確な傾向

は見られない。

最終的に、正門地区に医をのぞく他の学部のすべてが集結し、全体の中心、

正面となるような際だった領域と図まれたオープンスペースが形成される。

一空間の編成形式
図4-5

情外の街路に正面を向けた自立的諸領域が空地的なオープンスペースが広が

る婦内辺縁部に並ぶ。 結果的に中央は空1也、庭園、裏的なオープンスベース

となる。

4-2-3 宮殿形式の績証

A 要素レベル

一屋敷跡に置かれた宮殿風洋館、宮殿形式の適用見られず。

各レベルの変容の特徴から導いた編成形式と宮殿形式を比較し、両者の異同

を考えると、このレベルの変容は宮殿形式によって規定されたものとは見な

せない。共通点としては領域の一体性と一貫した建築形態が指摘される一

方、相違点としては、一体的なオープンスペースであっても空地的、庭園的

な単一の特性を持つこと、表裏という形で二領域性も暗示されるが暖昧であ

り、また軸による統合もされない。前庭様のオープンスペースも都市杢問を

引き入れておらず、それを囲む形式も欠いていることなど、多くの基本的な

i主いが見られる。

こうした空間の編成形式は、大名屋敷跡に宮殿風洋館を配置し、官庁、学校

などに当てた当時の例と基本的に同ーと考えられる。本郷キャンパスも加賀

務上屋敷跡を主と した大名屋敷跡に展開した。屋敷のillI昆自体は残っていな

かったが、堺で凶まれた広大なオープンスペースの中に大学の施設が配置さ

れた。そのオープンスペースは、外部とは門を通してしか連絡しない、外部

から切り離された領域である。それは大名屋敷の庭園的な特性、あるいは建

屋が消失した跡の空地的な特性の広大なオープンスペースであった。こうし

た編成形式を屋敷跡の基本的特徴を残しつつ宮殿風洋館を配置するという意

味で、 I~敷型宮殿」と仮に呼ぶ。 図4-6

「屋敷型宮殿」に共通するオープン1ベースの特微は単一的な一体性、:!i:地

的、庭園的特性、全体の閉鎖性の三点にまとめられる。上で見たこのレベル

の奥向はこの屋敷型の特徴からすべて理解できる。 I宮殿Jとは言いながら

本論でいう宮殿形式とは基本的に異なるものである。

8 中間レベル

一正門地区における 「大形式jの原型的な適用

編成形式の呉向から見て、正門地区の領域の形成は、宮殿形式の「大形式」

化の過程であると同時に、その過程に:!i:地的、庭図的な「屋敷型宮殿Jの性

格も車IJむ同義的なものであった。



即ち、正門地区の編成形式の第一の特徴は、一つのオープンスペースを複数

の建築群で図み、明確なオープンスベ-;1.のまとまりを中心とする編成をみ

せることである。これは、単一建物からなる原型の宮殿形式を拡大した上で

断片化することであり、先に2主主の宮殿形式で見た「大形式Jの配置形式に

他ならない。 図4-7

それと同時に、草創期の時点では未だ「大形式jの適用は徹底しない。明確

な二領域住が最後まで見られないからである。編成領成全体に共通する空地

的、庭園的な基本的特性のよに重ねられた表裏という輪郭が暖味な領域は、

都市 表/庭園 裏といった相対立するこ領域性が統合され一体的な編成領

減を形成する宮殿形式と異なっていた。

以上まとめると、正門地区は「大形式」の基本的特徴の内、相異なる特性の

オープンスペースを統合するという特徴は見られないものの、オープンス

ペースの基本分節を担う最重要な配置形式において基本的特徴を維持しつつ

変容を遂げたと言える。前者が当時の屋敷的なオープンスペースの特徴に由

来する変形と考えると、この草tl1Jl切の変容は、宮殿形式の原型(ただし「大

形式jと言う変形形態ではあるが、原型の一種)の特徴を維持すると言う意

味で、宮殿形式の原型的な適用形態を示したと言えよう。

この「大形式Jの形成は、阻まれたオープンスペースを形成したという点で

「屋敷型宮殿Jによる本郷キャンパスの形成を宮殿形式によるそれに近づけ

た。 r屋敷型宮殿」では母屋が完結的形態を与えられ、堺との問の空間が
「地」的な残余のオープンスペースに見える。一方、三方を図まれた宮殿形

式の前庭は空地的、庭園的オープンスペースの連続的な拡張性に対し、

「図J的まとまりを作るという点で、都市的空t11Jに類似する。 r大形式」に
よる前庭的オープンスペースは形態は後者即ち、宮殿形式に近いが、特性li

前者目1Iち「屋敷型宮殿」であった。

この他の異同としては表裂という暖味な二領成性、市I圧Eの耳目い都市性と建築

の一貫性の弱い形態などが相違 02. としてはあげられる。二領域性と ii~ い者P!î

性については空地的、庭園的な特性で統一される屋敷跡の特徴に由来する。

建築形態の弱い一貫性は、独立的な領域の集合形態からくる。スタイルだけ

に限ればゴシック形で一貫していた。

共通点は前庭の圏続性と都市空!日lへの近きである。一つ一つの建物がその周

辺につくる領域は門からの距離があり、都市空/tIJから切り離されていたが、

58 

「大形式Jの凹型の配置は奥行きがI主く (およそ95m)、幅が広い(およそ

210m)ため、たとえ前庭の特徴が空地的、庭園的であっても、都市空間へ

俄え、都市空間を引き込むものであった。こうした特徴は宮殿形式の基本的

な特徴の一つである。

一医学部地区では宮殿形式の適用は見られなし、。

医学部地区は非都市的な前庭、統合性の欠如など、独立的な「屋敷型宮殿J

が反復され、宮殿形式の適用は見られない。オープンスペースは庭園的領域

の特性以外、一体性はない。

C 全体レベル

宮殿形式の適用は見られない。

オープンスペースのまとまりは明確に関係づけられず、構内全体の一体性は

弱い。特性廃図的、空地的な区域が多く、塀で図まれた広大な「屋敷Jの中

に、要素レベ1レの「屋敷型宮殿」を繰り返しながら成長した結果を示す。い

ずれの点でも宮殿形式が適用されたものとはいえない。

ただ、後にみるように、宮殿形式は基本的に都市的空間に面しそれと連続す

る都市的前庭をもつことから、大学の大規模化、専門分野の独立化が進むに

つれ、複数の宮殿形式の建物が街路に沿って並べてゆく変容のパターンを示

す。宮殿形式の典型的な大規模化である。本郷キャンパスのこの跨jに見られ

た全体配置、すなわち三つの独立した領域を裕外の街路に向け構内辺縁部に

配置してゆく形式は、この変容のパターンに類似する。しかし、 「屋敷型宮

殿jの編成が大規模してゆくパターンとも考えられ、咳味な函がある。
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オープンスペースの基本単位
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分析図B・全体レベル/草創期ー2
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4-3 分析 ・明治期の変容 (M28ーT12)

一慨婆

明治期には、施設規模が急激に拡大し、 f幕内はほぼ開発し尽きれる。その前

半 (-M40) には、草創期に見られた「大形式Jの適用の過程が継続され

る。後半 (M40-)には、宮殿形式が簡略化された「小宮殿」が街路にそっ

て並べられてゆく。宮殿形式の反復的な適用形態である。結果として前庭的

広場と街路、街区など都市空間を構成する基本的な要素が形成される。震災

直前、明治期末には、中間スケールの編成形式であるT字形式の形成にまで

行きつく。これは次節で見る宮殿形式の体系的な適用のための必要な要素で

あった。

4-3ー 1 変容の4段階 図3-38、39、43、47、50、53、56、59

(1) M28一正門地区大前庭の都市的な整備、正門位置の確定、街路の形

成、工と法文の背後で付属屋が展開し、表裏のオープンスペースの基本単位

が明瞭に分離する。

広大な田図的な情内に自律的領域が散開する状態は基本的に変わらないが、

正門地区の大前庭は構外の都市笠間に連続する直線的な街路による一体的な

整備がなされ、それまでの空地的、庭園的な特性は弱められる。結果として

他の領域、~地との特性のi主いが明確になり、建物に図まれたオープンス

ペースとしてのまとまりが強まる。

正門は大前庭のほぼ中央の位置に確定され、そこから伸びる道路網は道幅一

定で境界も明確な直線路からなり 、大前庭に面する建物を関係付ける。それ

までの空地の問を抜けるような屈曲した園路に対し、都市的な街路と言え

る。

正門から伸びる道沿いに法文の関連施設が展開し、正門地区の領域は奥に向

かつてやや拡大する。エ ー本館の背後でも付属産が集積されはじめ、本館は

大前庭を囲み、背後には裂の領域を展開する。

図まれた都市的特性の大前庭と、境界の不明確な裂の領fまという形で、二つ

の異なる領域が形態、 特性の両面で明確に分離 し始める。ただし、大前庭は

高木や道沿いの低木を含む抱殺の形態からして、庭園的特性が残る。



正門から見て奥に向かうに従い道路は街路から闇路に変化してゆく。オープ

ンスペースの形態も奥に進むにつれ、閉まれた形式から境界の不明確な領域

となってゆく。閉まれた都市的大前庭を持つ正門地区は併内全体の前庭とな

り、アクセスの起点となる。

大前庭を囲む各建物の全面には、玉石など区切られた前庭様のオープンス

ペースがつくられる。改めて建物が庭箇的オープンスペースの中に孤立する

のではなく、前面の街路に面し並び建つ宮殿形式としてと抱え直された。

エー本館、理 博物はとくに直接前面街路から進入する図まれた形式の前

(中)庭を持ち、原型的宮殿形式に近い。

(2) M36ー街路と裏の領域の成長により 、図まれた形態の表的な都市的

オープンスペースと開放的な形態の裏のオープンスペースの対比が強まる。

一文字型、変形逆コの字型などニ領域型の建築型の反復、医の移転開始と新

しい医・地区の形成

奇矯な形式(工 造船)を用いても大前庭の単純なまとまりの形態が維持さ

れる一方、街路の成長と平行し、表裏のオープンスペースの基本単位を明確

に分けるこ領域型の建築型が形成される。この型は街路や大前自主に面し、比

較的単純な正面77サードを向け、背後に形態や用途のさまざまな付属産か

らなる裂の領域を展開する。建物に図まれ、あるいは挟まれた街路、大前庭

などの都市的特性のオープンスペースと工、医の母屋の背後に集積された膨

大な裂の領Iまが強い対比をなす。

医は情内道路に面し母屋を並べ、法文系の建物、図1!l'鉛などとともに背徳閣

と裂の領域を背後に抱える大街区を形成し始める。工地区は街路に図まれて

おらず、未だ街区の体をなしていない。

(3) M40一大前庭の分解と街路による再統合、街路網の形成と哀の集積、

大街区の形成(工、医)、二領域型建築型の反復、逆コの字型建築型

正門から各領域をつなぐ街路が伸び、理地区の部分をのぞきループ状の街路

網が形成される。街路に沿った建物が展開、大街区の形成が進む。母屋の建

物は各々街区の外郭となるとともに、大前J迄を凶む。

大前庭ではさらにいくつかの細かい街路が通り、小前庭工本館前、法文前な

ど)と小街区(徐行アプローチ路のある区画など)に分解される。その小前

庭と小街区は、小前庭に向かう街路一車mによって街路にiliiする建物とともに
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統合される。基本的に向型の形式が弥生門 理、法文、工造船、図書館な

どで反復される。

二領域型建築型が反復されるが、医の一文字型と工の逆コの字型に見るよう

に、建物が面する街路の数に応じ型が選択される。又、正門をiillり、 aすぐ
奥に伸びる街路沿いに並木が抱えられ、明らかなまとまりをつくる。

(4) T12 (前期) (この時期までに着工された工2号館の計画を含む。)一

大街区の接合された一体性の乏しい情内、正門地区の大前庭と街路網の体系

がなすまとまりと、大街区のつくるまとまり。全体の中心的位置を占める正

門地区と貧通輸両者は対比的な編成を持つ。ループ状街路形成、逆コの字反

復に見る小街区の定着。

構内は正門地区の大前庭と街路網の体系がなすまとまりと、大街区のつくる

まとまりで埋められる。前者は前庭群や街路網など明確に閉まれた都市的な

オープンスペースのまとまりを中心に持ち、後者は連続するファサードの背

後に境界の不明確な裂の領域を持ち、強い対比をなす。

都市的なオープンスペースは正門地区にほぼ集中し、また街路網も建物に図

まれた(挟まれた)印象が薄い。外郭を建築の7ァサードで固めた街区と比

較するとまとまりが弱い。全体としていくつかの街区が接合されたような一

体性の乏しい情内が形成されている。

工地区では三側面を持つ逆コの字型が反復され、広大な街区を小街区に分解

しようとする。大前庭の周辺でも街路による街区への細分がすすみ、街路網

と単純な矩形の街区よって情内全域を編成しようとする傾向が見られる。全

体として前縫(J'J広場、街路網と小街区によって構内を編成しようとする傾向

がさらにすすむ。
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4-3-2 各レベルの変容の特徴と空間編成の形式

A 婆素レベル

一変容の特徴 図4-27

広場、街路など、都市的要素の形成、建物を中心とする領域の縮小、二領域

型の建築型の定着

都市的要素ー街路、広場、王要交差点などのロータリーーが導入される。大

前庭は図路の伸びる回図的な形態から、整序された街路網が走り、小街区や

独立的なノl、前庭が形成される。

正門奥の法文系の区tまや工、医地区では道に沿って建物のフアサードが並

び、並木によって軸性が強調される。広場、街路とも、奥行きのI主い建物正

面に図まれ、あるいは挟まれ単純なまとまりを形成してゆく。

建物が大小の街区に限定されるにつれ、暖昧に広がっていた要素レベルの領

域は縮小する。正門地区の大前庭を図い込む建物では大きくとられていた表

の前庭様のオープンエベースも、それ以後の計画では次第に奥行きが絞ら

れ、代わって街路などに面し;境界の明確な前庭が現れる。一方、母屋の背後

には裂の領放が図い込まれる。草創期に暖妹であった表装はここで形態、特

性ともに明確に分離され、単純な7ァサードを持つ二鎖妓型の建築型が形成

される。

二領域型の建築裂としては一文字型、逆コの字型などが挙げられる。街路、

前庭的広場など表の都市的オープンスペースを形成し、裂の領域を囲む。最

後は四方を表にし、中庭をY1とする光庭、街区型の計画が現れる。大小街区

に限定された建築型といえる。

主要な軸が正面に当たる建物は(工本館、理本館など)、その前面に独

立的にしつらえられた前庭的広場を持ち、背後の裂の領I設をその主要軸に

よって母屋に統合し、一体的な領域をつくる。

一空間の編成形式

ーオープンスベースの基本単位 ; 図4-14、15

前庭的広場;i童物に因われ、明確に境界づけられた前庭的広場、半都市的な

特性、輸の貫通、一貫性ある周回の建物形態

ω 

建物正面や門近辺などのオープンスペースで主要な輸の交点、を差別化

建物を中心とする領i或; 図4-16-18

前庭的広場や街路などに面し、奥行きの浅い半都市的な前庭、対比的に深い

裏庭(典型として、一文字型、逆コの字型)、一貫した建築形態、表裏を貫

通する軸、全体の一体性、統合性は明確

主要輸の焦点、となる建物(工・本館、理-本館)の領域は、前面の独立的な

前庭的広場も統合。イ也は上記の建物と共通



オプーンスペースを閤む領銭
広場 4-14 街路 4-15 

4-17 宮殿形式の原型的な編成4-18

@ 
表のオープンλペーλを阻む領成 4-19 4-20 4-21 

大前庭大形式 街路 T字形式



B 中間レベル

一変容の特徴
図4-28

一全般的特徴，表の都市的オープンスベースを囲む編成領域と哀を内包する

街区の形成

中間レベルのまとまり (正門地区、工、理、医各地区)としては二種類の領

域が形成された。表の都市的オープンスペースを囲む編成領Iまのまとまりと

裏のオープンスペースを函む街区である。前者には1;J:Ji1J即]以来の正門地区に

みる広場を囲むまとまりと工、理、医の施設が面する街路のまとまり、 f走者

には工、理、医の各地区の街路のまとまりがある。

この時期の前半 (-M40) に、正門地区では大前l廷の一体的整備と都市化が

行われ、さらに前庭的広場と街路に領域は分解する。後半 (M40-)には大

前l廷が小さな前l定的広場と街路に分解し、それらを組み合わせた空間の編成

形式が生まれる。これと平行し、各地区の大街区の形成が進んだ。

B-1 都市的オープンスベースを図む編成領域 ，広場と街絡を因む2種類の

編成領iまの形成。

明治期の前半 (-M40頃)、正門地区ではこの}切の最大の特徴である、都市

的な街路が導入される。それまでの情内には現病院通りをのぞき、街区を区

切り建物の配置を関係づける都市の街路に相当するものはなかった。あるの

は図図的なオープンスペースの問を属uliしながら抜けてゆく国路様の道で

あった。

大前庭のほぼ中央に正門が置かれ、そこからまっすぐ奥に伸びる軸が大前庭

を貫通し、一つの主斡となる。それに直交する軸がひかれ、正門から工と図

舎館に{申ひeる斜行する軸とともにほぼ対称形をなす街路網のまとまりを形成

し、この地区の編成領域全体としての統合性、 一体性が強まる。

さらに広場と街路に分解する、それが2つを組み合わせる iT字形式」へつ

なカξる。

この街路網は構内の建物苦手を関係付け、 1主J区を区切り、それらを統合する。

その一端は門を通し情外の都市~!IIJ とつながり、情内に都市の街路を引き込

むものであった。街路網のlt¥'Jtした大前j廷は形態、特性の両面から、情内の
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他の領域と対比される都市的な前庭に変化していった。

しかし、この前庭はいまだ都市と庭園の両義的特性があった。屋敷型宮殿の

特徴の名残である。この期には正門が整備され、改めて情内全体が煉瓦と鍛

鉄の統一的な塀で図続され始める。閤われた内部に回図的な領域を囲むとい

う屋敷の特性が現れる。大前庭は門を通して構外と連続するが、格外の都市

空間とは緑地帯?を挟み接するので、構外の都市空間とは切り離されているこ

ともその別の現れであった。

この大前庭の街路網は、明治期の後半 (M40頃-)、工と医などの成長に伴

い東と南に伸展するが、それに伴い、一体的にまとまっていた大前庭が、広

場と街路などの都市的要素に分解し、それらを組み合わせ再編成する形式が

試みられる。

具体的には工 造船の火災後の二度目の新築に伴い、工・本館前に独立的な

小前庭が形成されるとともに、既存の法文校舎など工・本館と図舎館を結ぶ

軸ー横断輸に面する建物の区域も含め、いくつかの小街区群が形成される。

それらは未完成ではあったが、街路に沿って建物を展開する編成と、街路の

終端に前庭的広場を置きそれを図む様に建物を配置する編成が組み合わせら

れた形式を暗示するものであった。

この形式は、次に見るよう、弥生門から理・本館に至る街路と突き当たりの

ロータリーの笠備、法文玄関に至る短いアクセス路の新設などでも繰り返さ

れる。これをそデJレ化すると図のようなT字形式として表せる。この形式

は、次に見るように理。本館と弥生門でも繰り返された。

こうして大前庭に街路を導入したことは、まず、広場を悶む編成領域と街絡

を挟むそれとに分解することにつながり、最終的には編成される要素の単位

を小さく区切り、前庭的広場と街路のオープンスペースの基本単位そのもの

を組み合わせることで情内を編成し直すことにつながる。次の内田期にはこ

の形式は体系化され、広大な傍内全体を統合する、成長性に'Mんだ編成方法

となる。

大前庭が都市的登備を施され、周辺の裏の領域と対比をなす。地区全体とし

ては裳を排除し、構内全体としてみれば明確な二領域性が生まれる。裏の領

域は次第に後に見るように街路に沿って並んでゆく母屋群の背後に豆大な領

域街区を形成し、正門地区の領域から排除されてゆく。それは逆に言う

と、表の都市的なオープンスペースのまとまりを作ることによって空間の編

成を行うことであった。偶発的な形態の付属屋は直接の編成の対象からはず
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されてゆく。

弥生門一理地区，街路網の展開に平行し、それまでの屈曲した園路的なアク

セス路に代わり、弥生門から直線的にアクセスする街路が作られる。これが

理本館に交わるところで正門地区から来る街路と交差し、ロータリーを持

つ前庭様のオープンスペースが形成される。軸と小前庭の編成は大前庭で見

たT字形式の編成に他ならない。

医 ・薬の街路;軸の焦点となる建物はな く、 T字形式は形成しない。街路と

しては薬の建設により挟み込まれ、明確に街路としてのオープンスペースの

まとまりを形成した。

一空間の編成形式
図4-19-21

表の都市的オーブンスベースを囲む編成領域; CiE門地区および工、理、医

各地区街路及び IT字形式J)広場と街路というオープンスペースの基本単

位を囲む編成領域の形成

共通の特徴 ，前庭、街路の困続性 (前庭を図む、街路を挟む、輸の終端を塞

ぐ)、都市的特性、建築形態の一貫性(素材、スヲイル、スケーJレなど)、

外構等の幾何学的な整序

「大形式J;さらに中心軸の貫通、相称的な街路の成長、裏の領域の排除

IT字形式J;門ー焦点となる建物の問の方向性ある輸による統合性、輸貫

通する前庭、輸に沿って並ぶ建物 (街区群)

9-2 街区の編成領域 (工、理、医)

建物を街路に沿って並べ、表は街路の空間を境界づけるファサードを形成。

背後に裏を固い込む。

工、理、医の各地区がある。ここでは変容の特徴はほぼ共通するので一括し

て論じる。

街区では街路に沿って奥行きの浅い前庭を持つ建物が並び、あるいは前庭的

広場を図み、背後では裂の領域(庭園 運動場なども含む)が集積され、形

成される。ファサードの連続する街路が形成される。宮殿形式の建物を反復

し、街路に見立てた構内道路に沿って並べた結果と言える。
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工地区では他と比べ奥行きが深いので、小街区のスケーJレにほぼ近い、三側

面が表の逆コの字型の建物が並び、大前庭と同様、大街区も街路でさらに細

分され始める。街路網と小街区による編成という事態の中で一文字型の宮殿

形式が別の型に変化する。

一空間の編成形式 図4-22

外郭の単純性 (街路のある側に正面を外に向け建物を反復する、建築形態の

一貫性)、 内部の無形性、建物前面の表の領域の媛小化と内部の裏的オープ

ンスペースという弱められたこ領域性、街路による包囲

69 



C 全体レベル

一変容の特徴
図4-29-32

広大な回図的オープンスペースの中に散開していた自律的な領域は、開発が

進むにつれ、全く正反対の、しかし相互に補い合うオープンスペースの編成

形式に基づくまとまりを形成する。街路、前庭的広場など都市的空間を囲

み、それらを囲む領域と、表は都市的空間を{乍るフアサードを並べ、背後に

裂を集綴してゆく街区の形成である。

全体は前庭的広場と街路などの都市的オープンスペースと、それに沿って展

開した街区からなる。全体の統合は街区を結ぶ都市的オープンスペースにか

かってくる。正門をjj!iる軸を起点として、正門地区の大前!廷から発し、 Jレー

プ状に構内を一巡する街路の連続体が形成される。結裂としていくつかの街

区が正門地区という唯一まとまった表的な前庭的広場をもっ領域を要として

接合された梅内が形成される。

全体レベルで見ても、表の都市的オープンスペースと裂の領域が明確に分か

れ、二領域化が進む。ここでも草創期に見た境界の暖昧な裏表の区別は、表

の都市的空間と、庭図的領域、:!i'地などが混然となった裂の領践に分離され

る。個々の建築に付随する小前!定はほとんどなくな句、街路と独立的な前庭

的広場など都市的なオープンスペースに集約される。一方、大街区に内包さ

れた裂の領域は、表のオープンスペースに影響しなくなる。

一空間の編成形式
図4-23、24

都市的オープンスベースを囲む編成形式と大街区のまとまりの接合された構

成、弱い一体性、構内全体を貫く正門を起点とする街路網

建築型の単純化

中庭型

白

A 
-申惨 ー相

一文字型

宮殿形式の変形としてのT字形式
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4-3-3 宮殿形式の検証

A 要素レベル

宮殿形式の単純化

巽問としては軸による統合、まとまりの一体性、一貫した建築形態などが共

通点としては挙げられる。宮殿形式との最も大きな遠いは、一文字型など建

物の前庭の奥行きが浅くなり、回続性を欠く建築型が使われること、しばし

ばその背後に建物の奥部で因われた裏を囲い込む形式の逆コの字型も見られ

るようになることである。

次で見るように、これらはともに中間レベJレで都市的オープンスペースを図

い、明篠な輪郭を持つオープンスペースのまとまりを作るために必要であっ

た。奥行きの浅い前庭を持つ正面が並び、あるいは因むことによって、集合

形として単純なオープンスペースのまとまりが形成されやすい。装の図い込

みも同じ理由である。中間レベルのまとまりとして次第に調H分化されていっ

た街路網を表裏の一文字型の宮殿形式によって形成した結果である。街路が

三側面に回れば、平面I形は自ずと逆コの字型(工 造始ほか)になり、二面

であればL字型(理ー化学)になる。ともに一文字型の複合形態と見なせ

る。 図4-25

構内に都市的姿禁を形成することは建築詳の配置と建築型を規定する都市的

要素の編成によって情内を秩序づけることにつながる。次の中間レベルで確

認するようにその編成のめざすものが、宮殿形式を大学の成長に対応し、よ

り大きな建築詳の編成を可能とする翻案であるとしたら、この~'ì程レベルで

起こった宮殿形式の変形も、宮殿形式によって規定されていたと言える。

工本館、理本館など、主要軸の直交する建物では、前庭が建物群と街路

に図まれ独立的な広場となると同時に、本館の編成~JjJまに統合された前庭で

もある。背後に広がる裂の領Iまを含め統合され、典型的な宮殿形式を情成す

る。これは先に見たT字形式の主軸の焦点をなす建物で、ただ街路に面する

建物(工・造船、理動物、理 ー化学、医衛生、病理、解剖など)と差別

化されたと言えよう。

前底的広場、街路などオープンスペースの基本単位そのものは編成領践では

ないので、宮殿形式の適用を検討しない。



B 中間レベル

一表のオープンスペースを囲む編成領域

一正門地区;宮殿の「大形式」の原型的適用と反復的適用、宮殿形式の開放

的単位への変形

前半は (-M40)草創期に見た宮殿の「大形式」としての基本特徴を維持し

つつ大学の成長に対応し、領域が拡大する。宮殿形式の]J.(、型のもつ特徴を保

つ変容という意味でこれは原型的適用といえる。それまでの唆昧な特性の

「大形式jは、軸性と一体性、因縁性を強め、表・都市/裏 庭園というこ

領減性を明確にしつつ、成長する。半ば庭閥的特性の前庭を囲む過渡的形態

であった「大形式jが、都市的前庭を図む本来の宮殿形式の「大形式」とな

る。

宮殿形式との共通点は、大前庭の都市化と凶続性。門から{rtびる主軸の貫通

とそれによる統合性の暗示。ゴシ yク系でまとめられた建築形態など。裂の

領域は、隣接する区域で集積される。正門地区を構成する工や法文校舎の裂

の領域が拡大したもので正門地区の編成銀波はそこまでを含むこ領法性を備

えたものといえる。

後半 (M40-)形成された広場と街路を因む2経類の編成領域、裏のオープ

ンスペースを図む領域ー街区の領域は、相互に分離され、それ自体としては

2領域性を統合する宮殿形式の適用はみられなくなる。 fT字形式jは、宮

殿形式の前庭の図後性、都市性、結による統合性という基本的特徴において

共通する。相違点は、奥の布l庭的広場が左右に聞かれていることと、そこに

いたる軸は街路として絞られることである。この形式はすでに図舎館から

工 本館へ、弥生門から理本館に向け伸びる軸でも未完成ではあるが同様

な編成は繰り返されていた。この形式が宮殿形式が変形されたものと考えら

れることは 2章で示したとおりである。要素レベJレの単純化の変形とこの中

間レベJレのT字形式への変形がともに集合形としての宮殿形式を形成すると

いう目的で説明される。 図4-26

工、医地区などに見る街路を中心とする領域は、単純化された宮殿形式が街

路に函し並べられ、宮殿形式が大規模化される際の一つの典型的なパターン

である。これは次の街区の形成と同様であり、機械的に宮殿形式が繰り返さ

れるという点で宮殿形式の反復的適用といえる。

一工、理、医各地区の大街区;宮殿形式の反復的な適用

境界は77サードの連続により明確で、内部に裏の領域あるいは庭園的領域

が広がる。領域全体の一体性は強いが、輸による統合性は全く見られない。

広場、街路を因む領域と同様、街区全体としては宮殿形式の適用はない。

C 全体レベル

一中間レベルのまとまりを編成する宮殿形式の緩やかな適用

基本的には正門地区を起点とした成長が顕著であり、そこを要とし、背後、

周辺に裏の領域を内包した街区をしたがえるという編成である。これは全体

レベルでも宮殿形式の適用を暗示するが、基本的に街区と広場の領域の分離

が進んだことにかわりなく、宮殿形式の適用はない。

全体レベJレの変容に関わるこのほかの特徴も含めまとめると、 1)街路、前

庭的庭園など都市的姿紫の連続体形成、 2)建築群で図綴される (半)都市

的空間、 3)成長の要となる中心的な正門地区の領域とそれを貫通する正門

軸の形成、 4)表裳の明確な分離と全体レベルでのこ領域性の形成、5)一

貫した建築形態 などである。いずれも宮殿形式の特徴を婆禁レベルでなく

中間あるいはさらに上の全体レベルで実現しようとするものであった。自然

地形に基づく制約やそれ以前の展開の島幸を引き受けるため、結果として形成

された空間は統合的な一体性という点でいまだ弱いものの、全体としては宮

殿形式の基本的特徴の多くが現れている。
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一「大形式Jの原型的適用の後、宮殿形式の反復的な適周の継続。分解する

都市的空間と街区、それらを再統合する宮殿形式の開放的単位一 iT字形

式jの萌芽

4-3-4 
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明治期の変容の特徴は、情内全体の中心的な領域である正門地区によく現れ

ている。前半は、 「大形式jがその基本的特徴を維持する範囲で変容を遂げ

る。 i大形式jの原型的な適用である。その変容は前庭的な広場から伸びる

街路に沿った限定的な展開であった。
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この「大形式」という単純な編成形式は、急激な大学の成長に対応し得なく

なる。後半は施設の急激な増加に伴い、単純な宮殿形式が情内道路や広場に

沿って展開してゆく反復的な適用がなされ、広場の他に街路と街区が形成さ

れる。結果として正門地区に見た前庭的広場(中心性のあるオープンスペー

スの形態)と街路(軸性のあるオープンスペースの形態)が組み合わせられ

た iT字形式」の萌芽が現れた。それは「大形式Jが街路によって分解さ

れ、それに代わる中間レベルのスケールの統合的なまとまりであった。この

形式は正門地区や弥生門一理地区などで反復され、宮殿形式を構内で連続的

に展開してゆける編成の基本単位が暗示される。
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こうした中間レベルでの宮殿形式を可能とするため、要素レベルでは宮殿形

式が変形され、単純化される。表のオープンスペースは簡略化され、それら

が集合し中間レベルのスケー Jレで一つのまとまりを形成することが可能と

なった。

全体レベルでも、各段階で常に宮殿形式に見る特徴を備える方向で変容が進

んだことが確認された。要素レベル、中IUJレベJレ、全体レベJレの各スケー Jレ

で-J!して宮殿形式が適用され、それに規定され変容が進んだのである。
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各レベJレの変形は、宮殿形式の基本的特徴を要素レベlレよりより上位のレベ

ルで実現しようとする方向で働いていることがわかる。その中でも中間レベ

Jレの編成形式が特に宮殿形式の直接的な反映であった。分科大学の集合体と

も言える帝国大学として整備されていったこの明治期は、大街区など、未だ

大学組織の単位と比較するとスケーJレオーバーの商は残っていたが、それを

分解し、中間スケーJレのまとまりを線々な場所で形成するため変容を重ねた

と言える。
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